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「ポップコーン」を通じてより良い映画体験、
幸せな時間を提供する新しいプロジェクト

https://www.tohotheater.jp

『STAND BY ME ドラえもん』
興行収入80億円を超す、この夏イチバンの大ヒットを記録！

帝国劇場公演『Endless SHOCK』

NEWS

TOHOニュース TOHOニュース

世界60か国以上で興行収入第1位を獲得、全世界興行
収入500億円を突破した『GODZILLA』が7月25日、 
凱旋上陸。日本の夏興行を席巻しました。

©2014 WARNER BROS. ENTERTAINMENT INC. & LEGENDARY PICTURES PRODUCTIONS LLC
TM & © TOHO CO., LTD.

©2014「STAND BY MEドラえもん」製作委員会

藤子・F・不二雄 生誕80周年記念
作品として史上初の3DCGで作られ
た『STAND BY ME ドラえもん』は日
本国内で興行収入80億円を突破。
CGアニメの国内興行としては歴代
の第6位となりました。

この大ヒットを受け、アジア・イ
ンド及び周辺地域・中東・欧州…と、
世界50以上の国や地域での公開が
決まりました。

作・構成・演出：ジャニー喜多川、主演：堂本光一
2000年の初演以来、常に全日程即日完売を誇
り、本年も日本中を熱狂の渦に巻き込みました。

『シネマイク』はポップコーンブランドNo.1の「マイクポップコーン」とシネコン
No.1を誇る「TOHOシネマズ」との【No.1】同士のコラボレーションです。
今後もＴＯＨＯシネマズは様々な企業とのコラボレートを予定しております。
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当四半期の
各事業部門別
営業収入比率

R eview of Operation Consolidated
TOHOレビューオブオペレーション（連結）

当期は主力の映画事業においてメガヒットを記録し
た『STAND BY ME ドラえもん』を筆頭に『名探偵コナン 
異次元の狙

ス ナ イ パ ー
撃手』『テルマエ・ロマエⅡ』、ハリウッド版

として復活を果たした『GODZILLA』など各作品の高稼
働が映画興行事業へも好影響をもたらし、演劇事業に
おいては『Endless SHOCK』『ダディ・ロング・レッグズ
～足ながおじさんより～』などが大盛況となったことで
右記の通り、前年同四半期比で大幅な増収・増益とな
る好成績を収めました。

当社グループでは正月興行にむけて映画『寄生獣』、
小学生を中心に社会現象となっている「妖怪ウォッチ」
初の映画化『映画　妖怪ウォッチ　誕生の秘密だニャ
ン!』、ディズニー作品『ベイマックス』など幅広い層の
お客様にご支持をいただける作品の提供と顧客サービ
スの充実に努めてまいります。

通期による見通しはそれぞれ右記の通りを予想いた
しております。

■　営業の概況

■　通期見通し

●映画事業 66.3％ 717億9千2百万円

●演劇事業 5.4％ 58億3千2百万円

●不動産事業 27.8％ 300億8千3百万円

●その他事業 0.5％ 4億9千1百万円

株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り心より厚く御礼申しあげます。
第126期第2四半期の報告書をお届けいたします。
上半期の映画界は4月からの消費増税にもかかわらず、社会現象となる 

「アナ雪」ブームを巻き起こしたディズニー・アニメ『アナと雪の女王』が国内
興行収入歴代第3位となる大ヒットを記録し、明るい話題をもたらしてくれ
ました。

当社グループを振り返りますと、映画事業では春休みからゴールデン・ 
ウィークにかけて、アニメの強力打線『ドラえもん』『名探偵コナン』『クレヨ
ンしんちゃん』各シリーズと、大ヒット続編の『テルマエ・ロマエⅡ』が期待
に応える好成績をあげ、その勢いのまま夏興行では当社最強のキャラクター

『GODZILLA』がハリウッド版として久々の復活を遂げ、初の3DCG作品とな
った『STAND BY ME ドラえもん』は興行収入80億円を超える好成績となり
ました。

演劇事業では『Endless SHOCK』が完売御礼の大盛況となるなか、『レディ・
ベス』『シスター・アクト～天使にラブ・ソングを～』といった国内初演作品も
健闘いたしました。

さて、下半期も映画『寄生獣』、帝劇公演ミュージカル『モーツァルト!』を 
はじめ「JOHNNYS’ WORLD」などバラエティに富んだ話題作・期待作を 
提供してまいります。

株主の皆様におかれましては今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、 
何卒よろしくお願い申しあげます。

代表取締役社長　島谷 能成

営業収入

営業収入

営業利益

営業利益

経常利益

経常利益

四半期純利益

当期純利益

1,081 億 9 千 8 百万円

1,970 億円

187 億 9 千 1 百万円

286 億円

197 億 3 千 1 百万円

303 億円

139 億 3 千 5 百万円

198 億円

前年同四半期比 9.5％増

前年度比 0.3％減

前年同四半期比 26.7％増

前年度比 0.6％増

前年同四半期比 24.7％増

前年度比 0.1％減

前年同四半期比 54.8％増

前年度比 11.9％増
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第124期 第125期 第126期

2,5122,512 2,6062,606 2,704

第124期 第125期 第126期
（第2四半期）

●営業収入� （単位：億円）
■第２四半期連結累計期間 ■期末

●営業利益� （単位：億円）
■第２四半期連結累計期間 ■期末

●経常利益� （単位：億円）
■第２四半期連結累計期間 ■期末

●当期（四半期）純利益� （単位：億円）
■第２四半期連結累計期間 ■期末
●1株当たり当期（四半期）純利益�（単位：円）
●第２四半期連結累計期間 ●期末

●総資産� （単位：億円） ●純資産� （単位：億円）
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セグメント情報

当四半期の取り組みと業績

●�『名探偵コナン 異次元の狙
ス ナ イ パ ー

撃手』が興行収入40億円を記録し、映画 
シリーズ最高成績を更新しました。

●�『テルマエ・ロマエⅡ』が前作に続き興行収入44億円の大ヒットを 
記録しました。

●�ドラえもん初の3DCG『STAND BY ME ドラえもん』が夏休み公開作
品中、N

ナンバーワン
o. 1の興行成績を記録しました。

●�社会現象となった『アナと雪の女王』（ウォルト・ディズニー・スタジ
オ・ジャパン配給）の大ヒットにより映画興行事業が営業収入・営業
利益ともに前年度比で大幅増加となりました。

●�今年3月にオープンしたTOHOシネマズ日本橋が年間動員100万人突
破に向けた順調な出足となりました。

●�『ゴジラ』生誕60周年を記念してシリーズ全29作品がDVD廉価版とし
て再リリースされ、初のBlu-rayも同時発売となりました。

第124期

130,385

第125期

125,066125,066

69,505 63,15963,159

第126期

71,79271,792

営業収入（百万円）

営業利益（百万円）

映画事業

第124期

17,852

第125期

17,50217,502

11,079
9,4889,488

第126期

12,65912,659

作品・商品名 年
レンタル用

DVD/Blu-ray
販売用

DVD/Blu-ray
（リリース日） （発売日）

謝罪の王様

2014
年

3月28日 －

未確認で進行形 4月 2日 3月19日

陽だまりの彼女 4月16日 4月16日

清須会議 5月14日 5月14日

ゴジラ60周年記念版　DVD29作品 － 5月14日

ルパン三世VS名探偵コナン
THE MOVIE 6月 4日 －

トリック劇場版　ラストステージ 7月 2日 7月16日

永遠の0
ゼロ

7月23日 －

ハイキュー！！ 8月 6日 7月16日

映画ドラえもん　新・のび太の大魔境
～ペコと5人の探検隊～ 8月 6日 －

●共同製作・配給作品

■ 銀
ぎん

の匙
さじ

 Silver Spoon ■ 神様のカルテ２

■ チーム・バチスタFINAL
ケルベロスの肖像 ■ クローズ EXPLODE

■ 名探偵コナン 異次元の狙
スナイパー

撃手 ■ テルマエ・ロマエⅡ

■ 悪夢ちゃん The 夢ovie ■ W
ウ ッ
OOD J

ジ ョ ブ
OB !

～神去なあなあ日常～

■ 青
セイテンノヘキレキ

天の霹靂 ■ 万能鑑定士Ｑ
－モナ・リザの瞳－

■ 春を背負って ■ ゴジラ60周年記念
デジタルリマスター版

■ 思い出のマーニー ■ エイトレンジャー２

■ STAND BY ME ドラえもん ■ ルパン三世

当第2四半期連結累計期間中の
劇場異動

年月日 劇場名 スクリーン数 場所 経営主体 異動内容

2014年
3月12日

TOHOシネマズ
くずはモール 10 大阪府

枚方市 TOHOシネマズ㈱ オープン

2014年
3月20日

TOHOシネマズ
日 本 橋 9 東京都

中央区 TOHOシネマズ㈱ オープン

●上記以外の当社配給作品
■ 映画　ドラえもん　新・のび太の大魔境

～ペコと５人の探検隊～

■ 映画　クレヨンしんちゃん　ガチンコ！逆襲のロボとーちゃん

■ ポケモン・ザ・ムービー　XY　「破壊の繭とディアンシー」
同時上映『ピカチュウ、これなんのカギ？』

■ ‌�GODZILLA

当第2四半期連結累計期間中の
提供映画作品

当第2四半期連結累計期間中に
提供した主なビデオ作品

■第2四半期連結累計期間 ■期末

■第2四半期連結累計期間 ■期末
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テルマエ・ロマエⅡ
Ⓒ2014「テルマエ・ロマエⅡ」製作委員会

名探偵コナン 異次元の狙
ス ナ イ パ ー

撃手
Ⓒ2014 青山剛昌／名探偵コナン製作委員会

映画興行事業収入
37,527

映画営業事業収入
21,068

映像事業収入
13,196

営業収入
映画事業内訳
（百万円）



2015年2月期の見通し

●�映画営業事業では共同製作作品を含め12作品を提
供、東宝東和（株）において『ドラキュラZERO』『西遊
記～はじまりのはじまり』など7作品の配給を予定し
ており映画営業事業収入は355億円（前年度比18.6％
減）の見込みです。

●�映画興行事業ではTOHOシネマズ(株)を中心に当社
配給作品に加え『インターステラー』『ベイマックス』
などの大作・話題作を予定しており映画興行事業収
入は621億円（前年度比5.1％増）の見込みです。

●�映像事業では映像ソフト事業において当社配給作品な
らびに、新作TVアニメーションのパッケージ化を、出
版・商品事業においては「映画　妖怪ウォッチ　誕生の
秘密だニャン！」をはじめとした劇場公開作品のパンフレッ
ト、キャラクターグッズを、ODS事業、実写製作事業、
アニメ製作事業においては各種、新作ラインナップで
臨み、(株)東宝映像美術等、連結子会社も含め映像事
業収入は274億円(前年度比22.4％増)の見込みです。

●�以上から映画事業収入は1,250億円(前年度比0.1％
減)の見込みです。

映画事業

セグメント情報

ニューリリースNEW RELEASE
●共同製作・配給作品

■ 舞妓はレディ ■ 蜩
ひぐらしの

ノ記
き

■ クローバー ■ 神さまの言うとおり

■ MIRACLE デビクロくんの
恋と魔法 ■ 寄生獣

■ アオハライド ■ バンクーバーの朝日

■ 映画　妖怪ウォッチ
誕生の秘密だニャン！ ■ 映画 ST

赤と白の捜査ファイル

■ ジョーカー・ゲーム

当下半期提供予定映画作品

当下半期中の劇場異動予定
年月日 劇場名 スクリーン数 場所 経営主体 異動内容

2015年
2月27日

TOHOシネマズ
有楽座 ▲1 東京都

千代田区 TOHOシネマズ㈱ 閉館

●上記以外の当社配給作品
■ THE LAST －NARUTO THE MOVIE－
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フジテレビ“ノイタミナ”にて
毎週木曜24時50分より放送中
他各局でも放送中

Blu-ray&DVD第１巻
2014年12月17日（水）発売
©サイコパス製作委員会

©�LEVEL-5／映画『妖怪ウォッチ』プロジェクト 2014 ©2014『バンクーバーの朝日』製作委員会

PSYCHO-PASS
サイコパス 2

映画　妖怪ウォッチ
誕生の秘密だニャン!

テレビ東京にて毎週月曜
深夜1時35分より放送中
他系列各局でも放送中

Blu-ray&DVD第１巻
2015年1月21日（水）発売
©�渡辺航（週刊少年チャンピオン） 

／弱虫ペダルGR製作委員会

弱虫ペダル
GRANDE ROAD

戦前カナダに実在した
伝説のチーム
その栄光と奇跡の記録

バンクーバーの朝日

アオハライド
2014年12月13日公開
©2014映画「アオハライド」製作委員会 
©咲坂伊緒/集英社

©古舘春一／集英社・「ハイキュー!!」製作委員会・MBS

熱狂！ 興奮！ 大爆笑！!
来たぞ！妖怪大ブーム！!

2014年12月20日公開 2014年12月20日公開



演劇事業
当四半期の取り組みと業績

2015年2月期の見通し

●�帝国劇場では堂本光一主演『Endless SHOCK』が全日程完売の大盛況
の後、世界初演の『レディ・ベス』が大きな話題とともに大入りとなり
ました。続く『シスター・アクト～天使にラブ・ソングを～』は幅広い
観客層からの支持を得て、大好評。7月からは『ミス・サイゴン』がロ
ンドン最新演出版として帝劇に登場。高い舞台成果を収めました。

●�シアタークリエではジョン・ケアード演
出の『ダディ・ロング・レッグズ～足な
がおじさんより～』が連日満員、『ジャ
ニーズ銀座2014』が全日程完売の盛況
となったほか、『タイトル・オブ・ショ
ウ』などのヒット作を上演いたしました。

●�日生劇場では『ABC座 2014 ジャニーズ
伝説』、青山円形劇場の『サ・ビ・タ～雨
が運んだ愛～』がそれぞれ好成績を収め
ました。

●�演劇事業では『STAGE LINE UP』(P10)にてご紹介の数々の話題作を
はじめ、『売らいでか！』など、社外公演にて東宝演劇を積極的に全国
展開していく予定でおります。

●�以上から演劇事業収入は131億円（前年度比11.3％減）の見込みです。

第124期

14,511

第125期

14,77414,774

第126期

5,8325,832
7,426 6,5626,562

第124期

2,163

第125期

2,2682,268

1,260

618618

第126期

861861

営業収入（百万円）

営業利益（百万円）

セグメント情報

ステージラインナップSTAGE LINE UP
■第2四半期連結累計期間 ■期末

■第2四半期連結累計期間 ■期末
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文豪W・サマセット・モームが
何と100年前に書いた驚きと爆
笑のノンストップ・コメディを
大地真央主演で上演。

『レディ・ベス』や『エリザベート』
を手掛けたクリエイター陣と
ミュージカル界最高のキャスト
でお贈りする、人気ミュージカ
ルが待望の再演。

シェイクスピアの有名原作を、演
出に宮本亜門、そして豪華キャス
ト を 迎 え て ミ ュ ー ジ カ ル 化！
2014年末をカラフルに彩ります。

大ヒット映画でもお馴染み、世界
中の心を掴んだスティーヴン・キ
ング原作の不朽の名作が舞台に 
なってシアタークリエに登場！

人気ドラマ「ゴシップガール」を 
手掛けた脚本家が描くブロード 
ウェイ・ミュージカル最新作が 
早くも日本上陸！

日本初演30周年記念！鹿賀丈史
＆市村正親のコンビと個性的な
競演陣でお贈りするミュージカ
ル・コメディの傑作。

2014年10～11月 シアタークリエ公演
『夫が多すぎて』

2014年11～12月 帝国劇場公演
ミュージカル『モーツァルト！』

2014年12月 日生劇場公演
ミュージカル

『ヴェローナの二紳士』

2014年12月 シアタークリエ公演
『ロンドン版

ショーシャンクの空に』

2014年11～12月 シアタークリエ公演
ミュージカル・コメディ

『ファースト・デート』

2015年2月 日生劇場公演
ミュージカル

『ラ・カージュ・オ・フォール』

レディ・ベス

ミス・サイゴン



不動産事業

その他事業

セグメント情報

当四半期の取り組みと業績

当四半期の取り組みと実績＆2015年2月期の見通し

2015年2月期の見通し

●�不動産賃貸事業では、当社ならびに東宝不動産(株)等の連結子会社に
おいてビル諸設備等の改修・改善、テナントへのきめ細やかな対応を
図るとともに、新規テナントの確保に向けた積極的な営業活動を推進
いたしました。

●�再開発中の『新宿東宝ビル』については2015年春の竣工をめざして工
事が順調に進んでおります。

●�東宝スタジオでは『神様の言うとおり』『寄生獣』『進撃の巨人』など自社
配給の劇場映画作品を中心にTVドラマを含めステージレンタル17作
品の撮影が行われました。

●�道路事業では公共事業関連の受注増を背景にスバル興業(株)とその連
結子会社が道路の維持・清掃・補修工事の受注に努め、増収・増益と
なりました。

●�東宝共榮企業（株）の「東宝調布スポーツパーク」や（株）東宝エンタープライズの「東宝ダンスホール」ではお客
様のニーズを捉えた積極的なサービスを提供いたしました。下半期も引き続き新規顧客の開拓に努めてまい
ります。

●�不動産賃貸事業では、長期的視野に立った設備改修や再開発の企画立
案を通し、全国に所有する不動産の有効活用に努めます。

●�道路事業ではスバル興業（株）とその連結子会社を中心に、工事の効率
化に努め、受注拡大を図ってまいります。

●�不動産保守・管理事業では東宝ビル管理（株）と（株）東宝サービスセン
ターにおいてコスト削減とともに受注拡大に取り組んでまいります。

●�以上から不動産事業収入は580億円（前年度比2.1％増）の見込みです。

第124期

56,373

第125期

56,83156,831

28,035 28,62728,627

第126期

30,08330,083

第124期

12,210

第125期

12,14012,140

6,211 6,4656,465

第126期

7,0407,040

営業収入（百万円）

営業利益（百万円）

中間配当金について
中間配当金につきましては、 既にご案内のとおり、

1株5円と決定させていただきました。
下半期も引続き一層の経営の充実をはかリ、業績

向上を期すべく努力いたす所存でございます。なに
とぞ益々のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申
しあげます。

中間配当金のお支払いにつきましては、特にご指
定のない方は同封の中間配当金領収証により、払渡
期間（平成26年11月5日〜平成26年12月5日）中に
ゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局に
てお受け取りください。（同領収証を、お取引の貯

金口座のあるゆうちょ銀行または預金口座のあるそ
の他銀行窓口にお持ちいただくことによリ、その口
座へ入金することもできます。）

また、口座振込をご指定の方は同封の「中間配当
金計算書」及び「配当金振込先のご確認について」に
よりご確認ください。

通期の配当予想について
上半期の業績に通期業績予想を加味し、期末の配

当金は、普通配当5円に加え、特別配当10円の計15
円、中間配当金と合わせまして年間配当計20円を
予想いたしております。 第122期 第124期

15

5

15

20
25

20 20

5 5

第123期 第125期

15
20

5

第126期

15
20
予想

5

1株当たり配当金の推移�（単位：円）

■中間 ■期末
■中間 ■期末

トピックスTOPICS

■第2四半期連結累計期間 ■期末

■第2四半期連結累計期間 ■期末
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現在、新宿歌舞伎町
では来春のオープンを
めざして新宿東宝ビル
の建設が鋭意進捗して
おります。

3～6階には都内最大級の12スクリーンを誇り、最新設備を導入
した当社グループのTOHOシネマズ新宿がオープン。8～30階に
は藤田観光株式会社様運営の超高層ホテル、ホテルグレイスリー
新宿（970室）が開業を予定しております。

新宿東宝ビル　2015年春の竣工をめざして
2014年8月撮影 2014年8月撮影



 科目 当第2四半期
連結会計期間 前連結会計年度

平成26年8月31日 平成26年2月28日

資産の部

流動資産 98,498 83,448

固定資産 260,773 261,366

有形固定資産 162,498 158,730

無形固定資産 9,527 9,942

投資その他の資産 88,747 92,692

資産合計 359,271 344,814

負債の部

流動負債 42,110 36,254

固定負債 46,703 47,888

負債合計 88,813 84,142

純資産の部

株主資本 245,216 233,963

資本金 10,355 10,355

資本剰余金 14,418 14,418

利益剰余金 226,836 215,577

自己株式 △6,394 △6,389

その他の包括利益累計額 15,958 17,800

少数株主持分 9,283 8,907

純資産合計 270,457 260,671

負債・純資産合計 359,271 344,814

 科目 当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

平成26年3月１日から
平成26年8月31日まで

平成25年3月１日から
平成25年8月31日まで

営業収入 108,198 98,834

営業原価 63,501 58,388

売上総利益 44,696 40,446

販売費及び一般管理費 25,905 25,615

営業利益 18,791 14,830
営業外収益 965 1,139

営業外費用 25 147

経常利益 19,731 15,822
特別利益 — 136

特別損失 — 472

税金等調整前四半期純利益 19,731 15,486

法人税、住民税及び事業税 5,462 5,635

法人税等調整額 △112 315

法人税等合計 5,350 5,950

少数株主損益調整前四半期純利益 14,381 9,535

少数株主利益 446 531

四半期純利益 13,935 9,004

 科目 当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

平成26年3月１日から
平成26年8月31日まで

平成25年3月１日から
平成25年8月31日まで

営業活動によるキャッシュ･フロー 20,458 17,391
投資活動によるキャッシュ･フロー △8,105 △16,343
財務活動によるキャッシュ･フロー △2,937 △13,917
現金及び現金同等物に係る換算差額 15 44
現金及び現金同等物の増減額 9,431  △12,825
現金及び現金同等物の期首残高 42,074 57,667
非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 94 10
現金及び現金同等物の四半期末残高 51,599 44,853

F inancial Statements
四半期連結財務諸表

四半期連結キャッシュ･フロー計算書（単位：百万円）

四半期連結貸借対照表（単位：百万円） 四半期連結損益計算書（単位：百万円）

■ 株式の状況
発行可能株式総数 400,000,000株
発行済株式の総数 188,990,633株

（自己株式3,748,927株を含む）
株主数 25,963名

（前期末比1,356名減）

■ 大株主【上位10名】（平成26年8月31日現在）

（注）持株比率は、自己株式3,748,927株を控除して計算しております。

株　主　名 当社への出資状況
持 株 数 持株比率
(千株) (％)

阪急阪神ホールディングス株式会社 22,807 12.31
阪 急 不 動 産 株 式 会 社 15,150 8.17
エイチ・ツー・オー　リテイリング株式会社 13,664 7.37
ステート　ストリート　バンク　アンド
ト ラ ス ト 　 カ ン パ ニ ー 7,131 3.84

株式会社フジ・メディア・ホールディングス 4,940 2.66
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,573 2.46
株 式 会 社 Ｔ Ｂ Ｓ テ レ ビ 4,521 2.44
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口） 3,506 1.89

株 式 会 社 丸 井 グ ル ー プ 3,223 1.74
一 般 社 団 法 人 映 画 演 劇 文 化 協 会 2,965 1.60

■ 役  員（平成26年10月1日現在）

■ 会社概要（平成26年8月31日現在）

会 社 名 東宝株式会社
設 立 昭和７年８月12日
資 本 金 10,355,847,788円
従 業 員 数 365名

但し､嘱託12名、出向受入者40名を含み、
出向者111名を含みません。

本 社 東京都千代田区有楽町一丁目２番２号

 映画製作・配給
㈱東宝映画
東宝東和㈱
㈱東京現像所
 映画興行

TOHOシネマズ㈱
北海道東宝㈱
関西共栄興行㈱
 映像の製作・販売

東宝ミュージック㈱
㈱東宝映像美術
㈱東宝コスチューム
東宝舞台㈱
東宝アド㈱
㈱東宝ステラ

 演劇事業
東宝芸能㈱
㈱東宝エージェンシー
 不動産の賃貸等

国際放映㈱
東宝不動産㈱
萬活土地起業㈱
 道路事業

スバル興業㈱
 不動産の保守・管理

㈱東宝サービスセンター
東宝ビル管理㈱

 その他事業
東宝共榮企業㈱
㈱東宝エンタープライズ
 持分法適用会社

オーエス㈱
㈱東京楽天地

（上記を含めて合計 
連結子会社35社、持
分法適用会社4社）

代表取締役
取締役社長 島谷　能成 映像本部長兼

内部監査室直轄

代表取締役
取締役副社長 千田　　諭 映像本部統括兼同映画営業兼

関西映画営業各担当

専務取締役 中川　　敬 不動産経営、スタジオ各担当

常務取締役 浦井　敏之 経理財務、情報システム各担当
兼特定取締役

常務取締役 太古　伸幸 経営企画担当兼人事管掌兼 
総務管掌

取 締 役 角　　和夫 阪急阪神ホールディングス株式会社
代表取締役社長

取 締 役 髙橋　昌治 東宝不動産株式会社
代表取締役社長

取 締 役 石塚　　泰 人事、総務各担当

取 締 役 新坂　純一 映像本部宣伝担当

取 締 役 山下　　誠 不動産経営担当補佐兼
スタジオ担当補佐

取 締 役 市川　　南 映像本部映画調整、
同映画企画各担当兼同映画調整部長

取 締 役 瀬田　一彦 TOHOシネマズ株式会社
代表取締役社長

取 締 役 池田　篤郎 演劇担当兼演劇部長

取 締 役 大田　圭二 映像本部映像事業担当兼
同映像事業部長

取 締 役 松岡　宏泰 映像本部国際担当

常勤監査役 沖本　友保 監査役会議長兼特定監査役

常勤監査役 島田　達也

監 査 役 大西昭一郎 弁護士

監 査 役 小林　　節 株式会社パレスホテル
代表取締役会長

C orporate Data Investor Information

T OHO Group

会社概要 株式情報（平成26年8月31日現在）

東宝グループ概要
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株主カード及び株主映画ご招待券交付基準

株主映画ご優待券交付基準（800円で映画をご覧いただけます）

2月末日現在の株主に6月から11月まで半年間通用の券を5月下
旬に発行。
8月末日現在の株主に12月から翌年5月まで半年間通用の券を 
11月中旬に発行。

株主優待制度についての詳細は、当社ホームページ「会社情報」
「株主優待」をご覧ください。

100～499株 半年  ２枚 500～999株 半年  ８枚

ご所有株数
株主カード貸与枚数 株主映画ご招待券発行

シート数（半年につき）ご本人カード ファミリーカード
1,000～1,999株

１枚

0枚
1シート

2,000～2,999株 2シート
3,000～4,999株 3シート
5,000～9,999株 1枚 6シート

10,000～19,999株 2枚 10シート
20,000～29,999株

3枚

15シート
30,000～49,999株 20シート
50,000～99,999株 25シート

100,000株以上 30シート

◦株主映画ご招待は、株主カードと株主映画ご招待券を映画館 
チケット売場等でご提示いただき、双方に記載された優待番号
が一致したとき、ご利用いただけます。

◦株主カードの発行は、原則として初回のみ、5月下旬または 
11月中旬となります。

◦1シートは、指定2ヶ月間通用券×6枚となります。
2月末日現在の株主に5月下旬に発行： 6･7月、8･9月、10･11月�
通用各2枚。
8月末日現在の株主に11月中旬に発行：12･1月、2･3月、4･5月�
通用各2枚。

〒100-8415
東京都千代田区有楽町一丁目２番２号
総務部　電話（03）3591-1214
http://www.toho.co.jp

事　業　年　度	 ３月１日～翌年２月末日
定 時 株 主 総 会	 ５月中
配当金受領株主確定日	 期末配当金	 ２月末日
	 中間配当金	 ８月31日
基　　準　　日	 定時株主総会	 ２月末日
	 その他必要あるときは、あらかじめ公告して
	 臨時に基準日を定める。
株主名簿管理人	 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座管理機関
同 連 絡 先	 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
	 〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
	 電話　0120-232-711（通話料無料)
	 ※特別口座に関する変更届等用紙のご請求は
	 電話　0120-244-479（通話料無料)
	 インターネットホームページ 
	 http://www.tr.mufg.jp/daikou/
公告掲載U R L	 http://www.toho.co.jp/toho_ir/
	� ただし、事故その他やむを得ない事由によって

電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲
載する方法によって公告いたします。

見やすく読みまちがえにくい 
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

VOC（揮発性有機化
合物）の発生の少ない、
ベジタブルインクを
使用しています。

適切に管理された森林資源を用紙の
材料にしています。

株主メモ 株主優待

11月29日公開「寄生獣」

全世界待望！
伝説の大傑作マンガを『永遠の０

ゼロ
』山崎貴監督が映画化！

表紙のご紹介


